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冬
の
ボ
ー
ナ
ス

を
例
年
実
績
通
り

の
２
・
７
ヶ
月
プ

ラ
ス
５
万
円
で
要

求
し
た
と
こ
ろ
、

２
・
５
ヶ
月
と
い

う
マ
イ
ナ
ス
回
答
に
唖あ

然ぜ
ん

と
し

た
障
害
福
祉
事
業
所
の
分
会
。

回
答
書
に
減
額
の
説
明
は
な

い
。
そ
の
後
の
団
交
で
、
法
人

は
コ
ロ
ナ
前
か
ら
赤
字
経
営
で

厳
し
い
と
説
明
。
組
合
側
は
、

コ
ロ
ナ
の
ク
ラ
ス
タ
ー
が
繰
り

返
さ
れ
る
中
で
も
必
死
に
利
用

者
の
生
活
を
守
っ
て
き
た
実
態

を
強
く
訴
え
つ
つ
、「
プ
ラ
ス

５
万
」
削
除
の
譲
歩
案
を
提
示

し
た
。
し
か
し
法
人
は
姿
勢
を

変
え
な
か
っ
た
。
問
題
は
こ
れ

だ
け
で
は
な
い
。
職
員
の
ボ
ー

ナ
ス
を
減
額
す
る
一
方
で
、
常

勤
の
理
事
へ
の
賃
金
＋
月
額
10

万
円
な
ど
、
多
額
の
理
事
報
酬

に
は
手
を
つ
け
な
い
。
組
合
側

は
未
加
入
職
員
も
含
め
た
４
３

８
名
分
の
署
名
を
集
め
、
再
度

の
団
交
で
法
人
は
よ
う
や
く
具

体
的
な
収
支
の
説
明
を
お
こ
な

っ
た
。
組
合
側
は
満
額
回
答
に

こ
だ
わ
り
訴
え
続
け
た
と
こ

ろ
、
法
人
側
は
プ
ラ
ス
２
万
円

の
譲
歩
案
を
提
示
し
た
。
納
得

は
い
か
な
く
て
も
一
定
前
進
と

し
て
合
意
し
た
。
法
人
職
員
の

約
６
０
０
人
に
２
万
円
支
給
す

る
金
額
と
理
事
報
酬
の
年
額
は

大
差
が
な
い
。
合
意
は
す
る

が
、
今
後
も
２
・
７
ヶ
月
を
基

本
に
す
る
こ
と
と
あ
わ
せ
て
理

事
報
酬
の
見
直
し
の
検
討
を
求

め
た
。
地
本
の
会
議
で
こ
の
件

を
報
告
し
て
、「
理
事
報
酬
ど

う
な
っ
て
る
？
」
の
話
に
な

り
、
別
の
法
人
で
も
多
額
の
理

事
報
酬
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

あ
な
た
の
法
人
で
も
、
あ
な
た

の
知
ら
な
い
世
界
で
、
一
部
の

富
が
生
ま
れ
て
い
る
か
も
し
れ

な
い
。

（
岡
）

　毎日新聞が昨年12月16・17日に実施した世
論調査で、岸田内閣の支持率は16％に下落
し、不支持率は79％と同調査の過去最高とな
った。扶養する子どもが３人以上の世帯を対
象に大学の入学金と授業料を無償化する方針

も、「評価する」は23％にとどまり、「評価し
ない」が68％にのぼった。さらに、少子化対
策の財源として子育て支援の負担金を医療保
険料に上乗せすることについても、賛成は14
％で、反対が77％と圧倒した。

岸田内閣支持率16％に下落 少子化対策の財源も反対が圧倒

配
置
基
準
を
引
き
上
げ
る
と

し
た
２
０
１
２
年
の
政
府
・

与
党
の
合
意
は
、「
財
源
」
を

理
由
に
10
年
以
上
も
守
ら
れ

て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
よ
う

や
く
踏
み
出
す
動
き
が
出
た

こ
と
は
一
歩
前
進
で
す
が
、

４
・
５
歳
の
改
善
は
幅
が
小

さ
い
た
め
、
常
勤
職
員
を
増

や
せ
る
水
準
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
介
護
分
野
で
は
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
な
ど
の
活
用
と
引
き
換
え

に
配
置
基
準
の
緩
和
ま
で
す

す
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

防
衛
費
倍
増
を
最
優
先
に
す

る
一
方
で
、
こ
の
ま
ま
で
い

い
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ガ
マ
ン
は
も
う
限
界
で

す
。
私
た
ち
福
祉
保
育
労

は
、
３
月
７
日
の
中
央
行
動

で
国
会
議
員
要
請
な
ど
を
展

開
し
、
３
月
14
日
に
は
「
私

た
ち
の
人
権
を
守
れ
！
３
・

14
福
祉
職
員
賃
上
げ
・
増
員

ア
ク
シ
ョ
ン
」（
仮
称
）

を
、
政
府
交
渉
を
含
め
て
予

定
し
て
い
ま
す
。
地
方
組
織

と
分
会
で
論
議
を
す
す
め
、

ス
ト
ラ
イ
キ
も
構
え
て
、
２

月
前
半
に
は
法
人
に
統
一
要

求
書
を
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

使
用
者
責
任
を
果
た
さ
せ
、

国
に
対
し
て
も
大
き
く
声
を

あ
げ
る
春
闘
を
す
す
め
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

す
。
物
価
高
騰
と
社
会
的
な

賃
上
げ
の
流
れ
に
対
し
て
、

政
府
の
賃
上
げ
施
策
が
不
十

分
な
こ
と
が
、
賃
上
げ
要
求

の
高
ま
り
の
最
大
の
要
因
と

う
か
が
え
ま
す
。
２
月
か
ら

介
護
・
障
害
福
祉
を
対
象
に

月
６
０
０
０
円
賃
上
げ
施
策

が
始
ま
り
ま
す
が
、
規
模
も

対
象
も
不
十
分
で
す
。

賃
上
げ
・
増
員
へ

賃
上
げ
・
増
員
へ

ガ
マ
ン
は
限
界
！

ガ
マ
ン
は
限
界
！

　

保
育
分
野
で
は
、
保
育
士

い
」
23
・
７
％
、「
た
だ
働
き

が
あ
る
」
19
・
６
％
の
順
に

な
り
ま
し
た
。
上
位
３
つ

は
、
選
択
項
目
に
含
ん
だ
２

０
１
６
年
以
降
で
い
ず
れ
も

最
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

「
24
春
闘
で
月
額
い
く
ら

の
賃
上
げ
を
要
求
し
ま
す

か
」（
正
規
雇
用
）
に
つ
い

て
、
加
重
平
均
で
３
万
３
６

７
９
円
と
な
り
、
過
去
最
高

額
で
す
。
非
正
規
雇
用
の
要

求
額
も
加
重
平
均
で
２
０
１

円
と
、
こ
れ
も
過
去
最
高
で

れ
」
は
、「
と
て
も
疲
れ

る
」
51
・
０
％
は
過
去
10
年

で
最
も
高
く
、「
時
々
疲
れ

を
感
じ
る
」
45
・
６
％
、

「
あ
ま
り
感
じ
な
い
」
３
・

３
％
、「
全
く
感
じ
な
い
」

０
・
１
％
と
続
き
ま
し
た
。

「
仕
事
や
職
場
で
特
に
不
満

や
不
安
を
感
じ
る
こ
と
」

（
３
つ
ま
で
）
は
、「
賃
金

が
安
い
」
71
・
１
％
、「
人

手
が
足
り
な
い
」
56
・
９

％
、「
仕
事
が
き
つ
い
」
25

・
５
％
、「
休
暇
が
取
れ
な

や
り
が
い
実
感
は

や
り
が
い
実
感
は

1010
年
変
わ
ら
ず

年
変
わ
ら
ず

　

「
今
の
仕
事
」
に
つ
い

て
、「
と
て
も
や
り
が
い
が

あ
る
」
20
・
４
％
、「
や
り

が
い
が
あ
る
」
72
・
３
％
を

あ
わ
せ
る
と
92
・
７
％
と
高

く
、
過
去
10
年
の
最
終
結
果

と
同
様
の
状
況
に
な
っ
て
い

ま
す
（
ほ
か
に
「
や
り
た
い

こ
と
と
違
っ
た
」
４
・
０

％
、「
今
の
仕
事
が
イ
ヤ

だ
」
３
・
３
％
）。

　

一
方
で
、「
仕
事
を
や
め

た
い
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
」
は
、「
い
つ
も
思

っ
て
い
る
」
12
・
９
％
と
、

「
時
々
思
う
」
61
・
１
％
の

合
計
は
、
74
・
０
％
と
過
去

10
年
で
最
も
高
い
水
準
で
、

極
め
て
深
刻
で
す
。「
あ
ま

り
思
わ
な
い
」
20
・
８
％
、

「
全
く
思
わ
な
い
」
５
・
２

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
と
て
も
疲
れ
る
」

「
と
て
も
疲
れ
る
」

1010
年
で
大
幅
悪
化

年
で
大
幅
悪
化

　

「
仕
事
で
の
心
身
の
疲

賃
金
賃
金
大幅大幅

Ｕ
Ｐ
Ｕ
Ｐ
＆＆
福
祉
福
祉

職
員
職
員
の
増
員
を

の
増
員
を

実
現
さ
せ
る

実
現
さ
せ
る
２
０
２
４

２
０
２
４
年年

「
10
・
29
福
祉
予
算
削
る
な
！
福
祉
を
金
儲
け
に
す
る
な
！
愛
知
県

民
集
会
」
で
（
２
０
２
３
年
10
月
29
日　

名
古
屋
市
内
）　
　
　
　

　

昨
年
９
月
か
ら
と
り
く
ん
で
き
た
「
24
春
闘　

福
祉
職
場
で
働
く
み
ん
な
の
要
求
ア
ン

ケ
ー
ト
」
の
中
間
集
計
（
回
答
１
１
０
１
人
）
で
は
、
10
年
前
と
の
比
較
で
、
私
た
ち
の

深
刻
な
実
態
と
抜
本
的
な
対
策
の
必
要
性
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
（
過
去
の
最
終
結
果

と
の
比
較
）。
異
常
な
物
価
高
騰
と
人
手
不
足
の
も
と
、
福
祉
職
員
の
大
幅
な
賃
上
げ
と

増
員
を
実
現
さ
せ
る
２
０
２
４
年
、
声
を
あ
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

私のガマンはもう限界！

●30代・保育園・給食職員
　休憩が取れていない職員がたくさ
んいる。人員不足で残業ばかりにな
り、手当も払われていない。法律に
違反しているはず。あたりまえの環
境で働くことがあたりまえにならな
いと、働き手がいなくなり、立ち行
かなくなる。
●40代・保育園・保育士
　もう疲れた。やることがたくさん
で、考えることは山盛り。休日も仕
事のことを考えることがほとんど。
休みなのに休めない。身体も心も休
まらない。働き方を変えるか、やめ
るかしかない。
●50代・神奈川・介護事業所・事務
　介護職場では、介護職員に支給さ
れている処遇改善加算などがケアマ
ネジャーや事務などにはつかず、賃
上げがあまり進んでいない。ケアマ
ネをやめる人が多く、人材が不足し
ている。

アンケートに寄せられた声から
「みんなの要求アンケート」

中間集計で　もう限界が…

全く
思わない
5.2％

あまり
思わない
20.8％

時々思う
61.1％

いつも
思っている
12.9％

いつも＋時々は10年前の64.9％➡74.0％に

仕事をやめたいと思ったことは？

仕事での心身の疲れは？
51.0％

42.2％

10年前より8.8ポイントも増

とても
疲れる

2024年

2014年
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北海道

宮城

埼玉

福井
京都広島

香川
福岡

東海

長野

　

昨
年
末
、
埼
玉
県
の
戸

田
市
は
保
育
士
を
確
保
す

る
た
め
、
１
人
あ
た
り
３

万
４
０
０
０
円
の
「
応
援

手
当
」
を
月
給
に
上
乗
せ

す
る
た
め
の
経
費
を
補
正

予
算
案
に
計
上
し
、
３
月

か
ら
実
施
す
る
と
い
う
。

保
育
士
資
格
を
取
得
し
た

若
者
が
、
賃
金
の
高
い
東

京
都
内
に
職
を
求
め
、
離

職
者
も
相
次
い
で
い
る
た

め
だ
。
首
都
圏
で
は
同
様

の
手
当
を
創
設
す
る
自
治

体
が
増
え
て
い
る
。

　

福
祉
保
育
労
の
相
談
窓

口
に
は
、
毎
年
こ
の
時
期

に
「
職
場
の
状
況
が
こ
の

ま
ま
な
ら
３
月
で
辞
め
よ

う
と
考
え
て
い
る
」「
中
心

と
な
っ
て
働
い
て
き
た
保

育
士
が
何
人
か
で
退
職
を

相
談
し
て
い
る
」
と
い
っ

た
訴
え
が
寄
せ
ら
れ
る
。

こ
の
要
因
を
踏
ま
え
た
対

策
は
、
以
前
か
ら
求
め
ら

れ
て
き
た
。
し
か
し
政
府

は
、
賃
上
げ
予
算
確
保
と

配
置
基
準
改
善
の
必
要
性

は
認
め
る
も
の
の
、
数
千

円
の
賃
上
げ
施
策
や
加
算

で
の
加
配
支
援
で
お
茶
を

濁
し
、
抜
本
的
な
対
策
は

先
送
り
し
た
ま
ま
だ
。

　

新
年
度
に
む
け
て
、
子

ど
も
た
ち
と
の
出
会
い

や
、
新
た
な
保
育
実
践
を

展
望
す
る
わ
く
わ
く
感
を

持
て
な
く
な
っ
て
い
る
と

す
れ
ば
、
保
育
者
は
も
と

よ
り
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
大
き
な
損
失
だ
。
未
来

に
生
き
る
子
ど
も
た
ち
に

は
、
夢
を
語
れ
る
保
育
者

が
必
要
だ
か
ら
だ
。

　

福
祉
保
育
労
は
、
今
月

開
催
す
る
中
央
委
員
会
で

方
針
を
確
立
し
、
24
春
闘

を
た
た
か
う
。
戸
田
市
の

「
応
援
手
当
」
は
３
万
４

０
０
０
円
だ
が
、
中
央
委

員
会
に
む
け
た
統
一
要
求

案
の
賃
金
要
求
は
５
万
３

０
０
０
円
で
検
討
さ
れ
て

い
る
。
残
業
時
間
は
も
と

よ
り
所
定
労
働
時
間
自
体

の
短
縮
が
課
題
で
、
そ
の

上
で
生
活
で
き
る
賃
金
へ

の
改
善
が
必
要
だ
。

　

個
々
の
施
設
や
法
人
の

懐ふ
と
こ
ろ
ぐ
あ
い

具
合
を
考
え
す
ぎ
る
あ

ま
り
、
要
求
を
小
さ
く
ま

と
め
て
し
ま
わ
ず
、
生
活

の
改
善
と
職
場
と
自
ら
の

未
来
に
夢
を
持
て
る
要
求

討
議
を
て
い
ね
い
に
お
こ

な
お
う
。
ス
ト
ラ
イ
キ
権

を
背
景
に
要
求
実
現
の
必

要
性
を
使
用
者
に
認
め
さ

せ
て
い
く
春
闘
を
展
望
し

よ
う
。

要
求
を
小
さ
く
ま
と
め
ず

使
用
者
と
政
治
に
実
現
を
迫
る
春
闘
に

大きめのふせんや
Ａ４の白い紙に
お題の答えを大きく
書いて見せあう
スタイルもいいね！

　職場や組合の会議で、「意見はありませんか？」と
問いかけても、意見が出ない状況はありませんか。そ
の状況を変える工夫の１つがチェックインです。会議
の冒頭で１人30秒程度（人数にもよる）、全員が順番
に発言して、一人ひとりの気持ちや思いを共有してみ
ましょう。お題は、「最近ハマっていること」「仕事で
うれしかったこと」「プライベートでうれしかったこ
と」「最近がんばったこと」「今年チャレンジしたいこ
と」など、前向きなものがお勧めです。緊張をほぐし
て全員が発言しやすいムードをつくるだけでなく、お
互いのことを知る機会にもなります。

組合活動
の

ツボ

●13日（土）　第60回中央委員会
 （～14日まで・東京都内）　　　
☆ 福祉保育労の統一要求など24春闘方針を決定する会議で
す。このあと２月前半までに要求書の提出などをすすめま
しょう。

１月

●14日（木）　 「私たちの人権を守れ！3.14福祉職員賃上げ・
増員アクション」（仮称）

☆ 法人に要求実現を迫ったうえで、春闘チラシを配布した
り、ワッペンシールをつけてアピールしたり、各地で行動
に立ち上がります。

３月

　福祉保育労24春闘討論集会を東京都内の会場とオ
ンラインの併用で開催し、各地の役員と執行部の計
53人が出席しました。
　基調報告では澤村書記長が秋闘要求の提出と国会
請願署名をさらにすすめようとよびかけ。介護・障
害職場での月6000円賃上げなどを批判したうえで、
不十分ながらも施策を打たせた運動に確信を持つ意
義にもふれました。納得と合意で「譲れない要求」
を提出し、「対等な団体交渉で実現をめざしてバー
ジョンアップする春闘を」とよびかけました。
　地方組織からは、定年後再雇用の同一労働同一賃
金をめざす北海道、初の団体交渉にとりくんだ岩
手、昇給幅の抑制とセットの定年延長の提案を撤回
させた広島の分会からのビデオメッセージを視聴。

東海からは思ったことが言いあえる活動の重要性も
報告されました。
　そのあと、統一要求項目・統一要求基準の第一次
案を提案。昨年との変更点として、最低生計費試算
調査も考慮し賃金底上げにむけた時給1700円以上、
春闘アンケートの要求額に実質賃金低下分を加えた
月５万3000円・時間額330円以上の賃上げ、労働時
間を短縮して１日7.5時間になどが示されました。
　賃金と職員配置の基準を引き上げる社会的基準づ
くり運動の提起をうけ、５人前後のグループに分か
れて賃上げや増員、統一要求項目案などを討議し、
全体会で特徴を共有しました。

会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
を

併
用
し
て
開
催　
　
　

昇
る
昇
る

２
０
２
４
年

わたし
のたたかう労働組合にバージョンアップ！

24春闘討論集会

11月18・19日　東京都内の会場とオンライン併用

【北海道】▶
菅
かん

野
の

　康祐さん
川東の里分会

（知的障がい施設）

▼【福井】山田　有香さん
　ハスの実の家分会
　（障害福祉事業所）

◀【京都】
　大西　良武さん
　学児西分会（児童館）

◀
【
宮
城
】
佐
藤　

康
弘
さ
ん

　

宮
城
厚
生
福
祉
会　

　

介
護
障
が
い
分
会

　

（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）

◀
【
広
島
】
實さ
ね

近ち
か

華は

奈な

恵え

さ
ん

　

も
み
じ
分
会
（
相
談
支
援
事
業
所
）

　2024年、福祉保育労では、賃金と
職員配置基準の引き上げを求める社会的基準づくり運動を

広げていきます。賃上げや増員などにかかわって、2024年に何を
実現させていきたいか、11人の組合員にメッセージを寄せてもらいました。

チャレン
ジ

チャレン
ジ

　せめて全産業平均並みま
での賃上げが実現しなけれ
ば、今の福祉に未来はあり
ません。やりがい搾取しな
いで! !一生続けられる仕
事にしてください！

　昼休みもゆっくりでき
ない状況です。自分の時
間を大切にして、心豊か
に仲間の支援をしたい！

　人手不足の問題を解消
し、職員一人ひとりが休憩
を取れる環境を整えてほし
い！

　２年間の協議期間を経て、
法人との定年延長問題を組合
提案で妥結しました。自分た
ちの働き方、処遇は自分たち
が変えていきます！

　よりよい保育をするた
めに声をあげつづけ、今
年こそ配置基準の引き上
げを！賃金アップもめざ
して、プライベートでも
ゆとりを持ちたい！

　みなさん、はじめまして。
昨年11月１日にさざなみ分会
を結成しました。みんなが意
見を言い合える環境の職場に
したいです。

　なかまの団結が組合活動の原
動力です。要求を実現するため
に、一人でも多くのなかまを迎
え入れ、団結の輪を強く大きく
したいです。

◀【埼玉】小出　啓
ひろ

予
よ

さん
　日和田会分会（障害者通所施設）
　※仲間とパンを作ってます

◀【東海】盛田　梨菜さん
　みなと福祉会分会
　（障害福祉事業所）

◀
【
長
野
】
宮
田　

亮
さ
ん

　

ひ
ま
わ
り
分
会
（
保
育
園
）

▶
【
香
川
】
清
水　

佳か

小お

里り

さ
ん

　

こ
ぶ
し
花
園
分
会
（
保
育
園
）

▶
【
福
岡
】

　

森　

麻あ
さ

美み

さ
ん

　

さ
ざ
な
み
分
会

　

（
就
労
継
続
支
援

　

Ｂ
型
事
業
所
）

▶
【
中
央
】
土
田　

昭
一
さ
ん

　

中
央
執
行
委
員
長
（
中
央
本
部
書
記
局
）

　憧れや希望を抱いて資格を
とっても、この賃金じゃ夢も
壊れてしまいます。みんなで
声をそろえて賃上げ実現を！

　介護の仕事に誇りを持っ
ています。でも希望が持て
ないのが現状です。ゆとり
を持って仕事や生活ができ
る環境を強く求めます。

　安定して充実した「生
活」が送れるように、ゆ
とりを持って「仕事」が
できるように、これから
も訴え続けていこうと思
います。

　こどもたちによりよい放課
後を！そのためにも処遇改善
が必要。京都市に対して団交
に応じて公的責任を果たすよ
う、引き続き、闘います！

その１

チェックイン
会議を
変える１
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